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1
子どもの体力づく りと高校生の就職決定について、 今後、新型コロナウイルス感染症
の影響が心配である。

資料2
Ⅰ子ども・若者(5)(27)

新型コロナウイルス感染症の影響で、令和２年度の体力調査は中止としたため、数値での比較
はできないが、休校等により、子供たちの体力はさらに低下していると思われます。感染症対策
などの制限がある中ですが、体育の授業や休み時間、部活動などを通して、運動することは楽
しいと実感させ、子供たちが積極的に運動に親しめるよう、授業改善や外遊びの奨励などに取
り組んでいきます。

県教育委員会では、一人でも多くの生徒が就職内定を得られるよう、例年５月に、知事、労働局
長、教育長の連名で県内の経済団体等に雇用維持を要請しているところです。また、労働局や
ハローワークと連携して高卒求人に関する情報収集を行い各学校に提供するとともに、各学校
に対して選考方法の確認を必ず行うこと、また、必要に応じて生徒のオンライン面接の練習を実
施する等して、生徒が安心して就職選考に臨める体制を整えるよう、指導・助言してまいりま
す。
また、特別支援学校では、就職につなげるための企業等の実習を年２回程度行ってきました
が、今年度は感染症対策のため予定どおり実施できなかったことから、時期を変更したり受け
入れが可能な職種に進路先を変更したりするなどして、就職につながるよう取り組んでいます。
今後も感染症の情勢を注視しながら取り組んでまいります。

2
学校現場においては、複雑な家庭環境を抱えた児童生徒の増加が見られる。また、経
済的困窮や虐待、障害のある児童生徒も増加しており、大きな課題となっている。関係
機関との連携強化が急務であり、更なる施策の推進をお願いしたい。

―
様々な問題に対して、学校だけでなく、関係機関と連携して対応できるよう、各種会議や協議会
の中で学校に対して、周知を図っており、今後も連携強化を推進していきます。

3

新　千葉県次世代育成支援行動計画では10年間の集中的・計画的な取組となってい
るが、今後の5年間計画にあたっては、新型コロナウイルス感染症や予測し得ない災
害の遭遇による次世代育成への影響をふまえると、中間評価による事業内容の検討
も必要かと感じる。

― 貴重な御意見として承ります。

4

Ⅱ親　部分に対する評価について、　前期評価が残念ながらBが多くなっています。
　施策内容として、男性の育児休業の取得促進など、男女で育児を行うための施策を
増加していくことが必要ではないか。
　今国会においても、男性が育児休業を取得しやすい環境整備のための育児・介護休
業法の改正案が提出されており、その枠組みは整備されようとしていますが、実際に
実のあるものとできるかどうかは、利用者次第となっている。
　労働局としては、男性の育児休業の取得しやすい環境整備―育児・介護休業法の改
正に係る周知については取り組みを強めていきますが、千葉県としても男性の育児休
業が実のあるものとしていただくためにも、男性が育児に関わり、次代を育成するため
の地域活動が重要なのではないかと考える。後期の計画について、検討をいただける
状況であれば、以下の１に係る項目への２の施策についてご検討をいただきたい。

〇１「Ⅱ親の１安心して子供をもってゆとりのある子育てがしたい（２）ゆとりある子育て
　③父親の育児・家事への参加を促すために」、「２ゆとりをもって仕事も子育てもして
　いきたい①仕事と子育てが両立できる働き方の実現」
○２改正育児・介護休業法の説明機会（労働局としても連携の上推進）
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　県では、令和３年３月に「第５次千葉県男女共同参画計画」を策定しました。同計画では、
「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の普及促進」、「子育て・介護への支援」、「地域
活動における男女共同参画の促進」などを重点的取組としており、市町村や民間団体等と連携
し取り組んでいく中で、改正育児・介護休業法についても周知してまいります。
また、働き方改革推進事業では、長時間労働の是正や誰もが働きやすい職場環境づくりに向
け、毎年開催している公労使シンポジウムなどを通じ、貴局と連携して取り組んでいるところで
す。引き続き、多様で柔軟な働き方の実現を目指してまいります。

5

同上

〇１Ⅲ地域
○２育児休業を取得しただけでは、育児への参加等が図られるとは限らないため、男
性の育児参加を促すイベント、企業参加型の子育てサービスや、地域とその核となる
企業との連携などによる、休みの共有化など、男性が育児を主体的に行っていくことに
資する施策をご検討いただきたい。

―

男女共同参画センターにおける男女共同参画地域推進員事業や企業・大学等との連携による
研修事業において、男性の家事・育児に関する講座等を検討していくこととします。
また、「子育て応援！チーパス事業」を実施しており、協賛店において、多様なサービスの提供
を行っていただいているところです。
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